
今
回
の
。
く
し
の
二
つ
の
式
典
に
参
加
し
て
、
日
仏
両
国
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
パ
レ
専
門
家
た
ち
は
研
究

を
共
に
す
る
こ
と
に
強
い
関
心
を
示
し
て
い
る
。
一
方
で
は
外
科
と

医
史
学
の
接
点
が
確
立
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
今
後
の
研
究
や
発
表

の
場
が
拡
が
っ
て
い
く
こ
と
を
祈
り
た
い
。

（
慶
應
義
塾
大
学
医
史
学
研
究
室
）

日
本
へ
」
と
い
う
も
の
で
ス
ラ
イ
ド
を
多
用
し
て
言
葉
の
壁
を
の
り

越
え
る
と
い
う
、
昔
パ
レ
が
使
っ
た
手
法
を
取
入
れ
た
の
で
あ
る
。

二
十
分
の
講
演
に
対
し
て
十
回
も
拍
手
が
湧
い
た
の
は
異
例
の
こ
と

で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
蘭
学
と
は
、
周
知
の
ご
と
く
、
西
洋
に
お
け
る
医

学
・
科
学
・
技
術
を
受
容
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
西

洋
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
社
会
的
性
格
を
持
っ
た
科
学
や
医
学
で

あ
っ
た
の
か
？
ｌ
そ
れ
を
検
討
し
た
研
究
は
、
少
な
い
よ
う
で
あ

る
。

演
者
は
、
蘭
学
を
伝
え
た
西
洋
人
、
す
な
わ
ち
渡
来
オ
ラ
ン
ダ
人

医
師
及
び
、
受
容
藺
害
の
オ
ラ
ン
ダ
人
箸
訳
者
に
つ
い
て
、
プ
ロ
リ

ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
的
検
討
（
集
団
的
伝
記
研
究
法
）
を
行
な
っ
た
。
プ

ロ
リ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
は
、
歴
史
に
お
い
て
何
ら
か
の
役
割
を
演
じ

た
集
団
に
属
す
る
人
灸
の
生
涯
を
一
括
し
て
調
査
し
、
共
通
の
各
項

に
つ
い
て
分
析
し
、
彼
等
に
共
通
の
背
景
の
特
質
が
何
で
あ
る
か
を

判
定
す
る
歴
史
研
究
の
手
法
と
さ
れ
て
い
る
。

藺
学
の
ル
ー
ヅ
に
つ
い
て

Ｉ
オ
ラ
ン
ダ
外
科
医
界
由
来
の
医
学
Ｉ

Ｊ１

石
田

Ｊ２

吟
Ⅱ
〕
け
い
ド
、
了
Ｊ
Ｌ

漁
自
Ｉ

ポ
イ
ヶ
ル
ス
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一
八
世
紀
末
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
内
科
、
外
科
、

産
科
、
薬
局
は
、
各
々
独
立
し
た
職
能
分
野
で
あ
っ
た
。
内
科
は
学

問
で
あ
り
、
大
学
卒
の
医
学
者
（
Ｍ
Ｄ
、
ド
ク
タ
ー
）
が
携
わ
っ

た
。
外
科
は
技
術
で
あ
り
、
ギ
ル
ド
を
形
成
し
、
そ
の
中
の
徒
弟
教

育
で
養
成
さ
れ
た
職
人
（
マ
ス
タ
ー
）
が
携
わ
っ
た
。
産
科
も
技
術

で
あ
り
、
学
問
的
基
盤
を
持
た
ぬ
無
学
な
婦
人
が
、
経
験
だ
け
に
依

存
し
て
携
わ
っ
た
。
薬
局
は
商
売
で
あ
り
、
ギ
ル
ド
を
形
成
し
、
そ

の
中
の
徒
弟
教
育
で
養
成
さ
れ
た
商
人
が
携
わ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、

各
境
界
の
医
療
技
術
に
つ
い
て
は
、
各
職
種
間
で
縄
ば
り
争
い
が
あ

り
、
こ
れ
は
一
七
世
紀
に
は
顕
在
化
し
、
一
九
世
紀
後
半
の
国
家
権

力
主
導
に
よ
る
、
内
科
・
外
科
・
産
科
の
統
一
（
現
在
と
同
じ
概
念

の
「
医
学
」
の
成
立
）
ま
で
続
い
た
。

オ
ラ
ン
ダ
に
お
い
て
は
、
外
科
医
ギ
ル
ド
の
形
成
は
、
一
五
世
紀

後
半
に
ま
で
逆
上
れ
る
。
外
科
医
ギ
ル
ド
の
出
現
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ

連
邦
共
和
国
の
存
在
し
た
期
間
（
一
五
世
紀
後
半
’
一
八
世
紀
末
）

は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
外
科
医
ギ
ル
ド
は
、
町
単
位
で
形
成
さ
れ
て
い

た
。
医
療
職
全
体
の
世
帯
が
小
さ
か
っ
た
の
で
、
大
学
医
学
教
授
、

内
科
医
、
産
婆
、
砕
石
医
ら
と
も
、
比
較
的
友
好
的
で
親
密
な
関
係

を
保
て
た
の
が
、
オ
ラ
ン
ダ
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
他
の
ヨ
ー
ロ

シ
・
〈
諸
国
、
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
と
比
較
し
て
、
オ
ラ
ン

ダ
の
社
会
の
特
徴
は
、
徹
底
し
た
地
方
自
治
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

各
々
の
町
が
一
つ
の
独
立
し
た
政
権
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
で

あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
連
邦
共
和
国
（
一
五
八
一
’
一
七
九
五
）
は
、
各

町
の
政
権
の
連
合
体
と
し
て
存
在
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

一
方
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
中
央
集
権
的
傾
向
が
強
か
っ
た
。
組
織

も
国
単
位
で
の
タ
テ
割
傾
向
が
強
く
、
外
科
医
ギ
ル
ド
・
理
髪
外
科

医
ギ
ル
ド
・
内
科
医
師
会
が
、
よ
り
広
い
地
域
、
人
口
を
単
位
に
形

成
さ
れ
、
職
能
上
の
激
し
い
縄
ば
り
争
い
を
く
り
返
し
て
い
る
。

し
か
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
影
響
下
に
お
け
る
、
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
オ

ラ
ン
ダ
侵
略
（
一
七
九
五
年
の
バ
タ
ビ
ァ
共
和
国
政
権
の
成
立
）
以

後
、
オ
ラ
ン
ダ
で
も
中
央
集
権
制
が
と
ら
れ
始
め
、
一
八
六
五
年
の

法
律
の
施
行
で
、
そ
れ
は
完
成
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
、
医
療

職
の
医
師
（
四
易
）
へ
の
統
一
も
完
成
す
る
。

日
本
に
渡
来
し
た
蘭
館
医
は
、
町
の
外
科
医
よ
り
一
段
と
資
格
の

低
い
、
田
舎
外
科
医
、
船
医
、
植
民
地
医
が
主
体
を
占
め
る
。
そ
し

て
日
本
に
受
容
さ
れ
た
藺
害
は
、
内
科
学
書
、
薬
物
書
も
含
め
、
町

の
ギ
ル
ド
外
科
医
の
た
め
の
医
科
学
書
が
主
体
を
占
め
る
。
一
九
世

紀
に
入
る
と
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
卒
の
医
学
者
が
、
卑
語
（
オ
ラ
ン
ダ
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語
）
で
、
医
学
害
の
執
筆
を
行
な
い
、
こ
れ
は
町
の
外
科
医
に
歓
迎

さ
れ
た
が
、
日
本
に
も
受
容
さ
れ
た
。
一
九
世
紀
後
半
の
、
ウ
ト
レ

ヒ
ト
陸
軍
軍
医
学
校
か
ら
の
強
い
影
響
に
つ
い
て
は
、
既
に
発
表
し

た
（
拙
著
『
江
戸
の
オ
ラ
ン
ダ
医
」
、
『
蘭
学
の
背
景
』
）
。

従
っ
て
、
日
本
の
受
容
し
た
閾
医
学
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
外
科
医
界

の
医
科
学
が
、
そ
の
主
体
を
な
す
と
結
論
づ
け
ら
れ
よ
う
。

従
来
、
日
本
で
紹
介
さ
れ
た
西
洋
医
学
の
歴
史
害
は
、
大
学
卒
の

内
科
医
（
Ｍ
Ｄ
）
の
歴
史
で
あ
り
、
発
明
・
発
見
を
中
心
と
し
た
内

医
学
史
（
学
説
史
）
で
あ
る
。
ギ
ル
ド
外
科
医
た
ち
は
、
そ
う
し
た

医
史
学
書
に
は
、
め
っ
た
に
顔
を
出
さ
な
い
。
彼
等
は
大
衆
の
医
療

を
受
持
っ
た
職
人
で
あ
り
、
こ
う
し
た
医
療
職
の
歴
史
を
研
究
す
る

に
は
、
外
医
学
史
的
、
社
会
史
的
研
究
方
法
を
と
る
必
要
が
あ
る
。

そ
し
て
江
戸
の
日
本
は
、
オ
ラ
ン
ダ
外
科
医
界
の
医
学
を
受
容
し

た
。
そ
れ
は
、
形
而
上
性
の
強
い
内
科
医
界
の
医
学
と
は
、
異
質
な

も
の
で
あ
っ
た
。

、
（
三
菱
水
島
病
院
）

の
（
ラ
イ
デ
ン
大
学
医
史
学
）

リ
ン
ガ
ー
（
ロ
ン
ド
ン
）
の
『
治
療
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
は
当
時

の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
っ
た
。
手
許
の
一
二
版
（
一
八
九
○
）
に
つ

い
て
考
察
す
る
。

オ
ピ
ウ
ム
に
関
し
て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
い
う
「
Ａ
・
ウ
ッ
ド
に
よ

る
皮
下
注
射
は
今
や
痛
糸
を
や
わ
ら
げ
、
眠
り
を
催
し
、
ス
・
ハ
ズ
ム

を
抑
え
る
な
ど
の
た
め
に
広
く
行
わ
れ
、
経
口
与
薬
よ
り
も
す
ぐ
れ

て
い
る
。
そ
の
作
用
は
よ
り
速
や
か
で
、
効
果
は
確
実
で
あ
っ
て
、

食
欲
を
害
し
た
り
、
便
秘
を
き
た
し
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
。
：
…
」
。

「
オ
ピ
ウ
ム
な
い
し
そ
の
ア
ル
カ
ロ
イ
ド
は
胃
の
痛
み
を
や
わ
ら
げ

る
。
胃
癌
や
消
化
性
潰
瘍
に
、
飲
酒
に
よ
る
慢
性
胃
炎
に
有
効
で
あ

る
。
…
…
し
ば
し
ば
急
性
お
よ
び
慢
性
の
下
痢
に
有
用
で
あ
る
。
刺

激
物
を
だ
し
た
後
、
結
核
の
慢
性
下
痢
、
赤
痢
な
ど
に
有
効
で
あ
る

シ
ド
ニ
・
リ
ン
ガ
ー
と
治
療
学栗

本
宗
治

（81）243




